
広域交通ネットワークの充実を目指して

※１ 全国新幹線鉄道整備法に基づき整備計画が策定され、整備が進められている路線〔九州新幹線(鹿児島ルート・西九州ルート)、
リニア中央新幹線、北陸新幹線、東北新幹線、北海道新幹線〕

※２ 全国新幹線鉄道整備法に基づき基本計画が定められた路線
※３ 道路網のうち、途中で途切れている未整備区間

全国の新幹線鉄道計画等の状況

九州・四国の高規格道路の進捗状況

COLUMN コラム

全国で整備計画路線※１の整備が進む中、｢東九州新幹線｣｢四国新幹線｣を含む11本の基本計画路

線※２(下図一覧)について、次なる整備計画路線への格上げに期待が高まっています。

【長期的な視点に立ち検討を行う構想路線】

豊後伊予連絡道路 など

【早期のミッシングリンク解消を目指す道路】

〈全体延長〉 〈整備率〉

・中九州横断道路 約120㎞ 約31％

・中津日田道路 約 55㎞ 約51％

・九州中央自動車道 約 95㎞ 約43％

【４車線化を目指す道路】

・東九州自動車道 県内延長 約140㎞

県内全線開通（H27）〈４車線化整備率〉約37％

【４車線化済み道路】

・大分自動車道 県内延長 約73㎞

〈４車線化整備率〉約100％（H17）

将来的に、新幹線や高規格道路などの高速交通体系が整えば、大分県や九州地方のみならず、

国内産業や国土の強靭化につながります。

今後さらに高規格道路の｢ミッシングリンク※３解消｣や｢４車線化｣が進んでいけば、都市間の移

動時間が大幅に短縮され、あらゆる人や企業等に多様なチャンスが生まれる可能性が高まります。

九州中央
自動車道

出典：新広域道路交通計画（中部、近畿、中国、
四国、九州）の広域道路ネットワーク
計画図を基に大分県作成

※本計画は、具体的な路線のルート、位置等を
規定するものではありません。
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目指す未来像 ～広域交通ネットワークの充実による効果～

全国シェア44.6％（2022年）を占める

九州の半導体生産がさらに拡大し

半導体ユーザー企業が立地､集積

３本の本州四国連絡橋（しまなみ海道、

瀬戸大橋、明石海峡大橋）の活用で

関西・中国・四国にらくらく周遊観光

関西や中部、関東地方の

大都市圏の市場が近づき

農林水産物のさらなるブランド化

南海トラフ地震等、大規模自然災害

発生時の広域応援・受援が迅速・円滑に

広域交通ネットワーク
が整うと・・・

ベリーツ おおいた和牛かぼすブリ

大分県が目指す広域交通ネットワーク（イメージ図）

期待される効果

1 九州の強みのさらなる強化
◎半導体、自動車、農林水産物などの生産性向上、成長力強化

◎合計特殊出生率が高い九州から日本の人口減少に歯止め

2 圏域外（関西や中国・四国地方）との交流促進
◎関門海峡と豊予海峡ルートとのダブルネットワーク形成による人流・物流の増大、

サプライチェーンの強靱化、３本の本州四国連絡橋を活かした広域観光圏の創出

3 災害に強い国土づくり
◎南海トラフ地震や頻発・激甚化する気象災害への強靱化（レジリエンス）、

災害発生時の代替経路（リダンダンシー）の確保

広域交通ネットワーク（新幹線、高規格道路）が整えば

日本全体に大きな効果
九州と本州を結ぶ陸上ルートについて、これまでの関門海峡

1本のみのルートに豊予海峡ルートが加わると、国土軸の

ダブルネットワークが形成され、日本全体の国力強化に

つながります。

※１ NEXCO西日本提供
※２ JR西日本｢区間別平均通過

人員および旅客運輸収入｣(2022年)
JR九州｢線区別ご利用状況｣2022年度

※３ 人口は令和２年国勢調査
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